
授
業
で
は

、
自
分
の
生

き
方
や
将
来
に
つ
い
て

考
え
る
時
間
が
あ

っ

た

。

生徒アンケート結果
アンケート
項　　　目 よりよい学校をめざした改善策

B

B

ふ
る
さ
と
江
津

（
島

根

）
の
こ
と
を
考
え

る
時
間
や
授
業
が

あ

っ
た

。

○総合的な学習の時間の内容を含
　 めた、ふるさと・キャリア教育の年
　 間計画を全教職員で共通理解す
　 る。

B

関　係　者　評　価 よりよい学校をめざした改善策

B

B

将来のことや地域のこと
についての授業をやって
いないわけはない。にも
かかわらずＡ評価になら
ない理由は、“動機づけ”
が弱いために、ねらいを
意識した学習活動になっ
ていなのではないか。
教職員も含め、ガイダン
ス等の時間を大切にし、
学習のねらい、目的等の
確認を大切にしていく必
要がある。

校外との連携を進めよう
としたときには、これまで
以上に負担がかかるのは
当然である。そのために
コーディネーターが存在し
ている。もっと利用をして
ほしい。

○通級指導教室も連携をしているの
　 で、それらも小中連携として、明記
　 する。

○小中連携推進委員会の総会を早
　 めに持ち、活動・連携をスムーズ
　 にスタートできるようにする。

江津市「ふるさとキャリア教育」の理念を意識
した教育活動を展開したか？

教職員
評　価

あ
な
た
は

、
授
業
中

、
友
だ
ち

の
思
い
や
考
え
を
し

っ
か
り
聞

き

、
大
切
に
し
よ
う
と
し
た

。

異
　
校
　
種
　
連
　
携
　
・
　
地
　
域
　
連
　
携
　
の
　
充
　
実

「
授
業
の
中
の
生
徒
指
導
機
能

」
に
着
眼
し
た
評
価
項

目
を
校
内
研
修
の
研
究
授
業
に
取
り
入
れ
る

小学校との連携を意識した教育活動を行った
か？

教職員
評　価

生徒
評価

生徒アンケート結果
アンケート
項　　　目

い
じ
め
や
不
登
校
を
防
止
す
る
た
め
の
集
団
作
り
に
関

わ
る
取
組
を
全
校
体
制
で
行
う

生徒
評価

○物の貸し借りについて、ルールや
　 マナーを確認し、他者の気持ちを
　 考え、思いやる心を育てる。

○生徒の自治的活動を増やし、生徒
　 一人一人が輝ける場を設ける。

○これまで以上に、生徒の声に耳を
　傾ける。

○学年や学級での活動を増やす。

B

あ
な
た
の
学
級
や

学
年
は

、
友
だ
ち

を
大
切
に
す
る
集

団
で
あ
る

。

「
授
業
の
中
の
生
徒
指
導
機
能

」
に
着
眼
し
た
評
価
項

目
を
校
内
研
修
の
研
究
授
業
に
取
り
入
れ
る

「自己決定の場を与える」「自己存在感を与える」「共感的な人間
関係を育成する」といったことを意識して指導していたか？

教職員
評　価

生徒
評価

生徒アンケート結果
アンケート
項　　　目

アンケート
項　　　目 関　係　者　評　価 よりよい学校をめざした改善策

B

B

先
生
は

、
一
人
一

人
の
生
徒
を
大
切

に
し
よ
う
と
し
て

い
る

。

B
－

教職員の自己評価とし
ては甘いのではないか
（極端なことを言えばＢ
評価は何もしなかった
と同等）。
いじめの件数や不登校
生徒の数等のデータを
経年比較し、取組を振
り返ってはどうか。ま
た、子どもが自分事と
して考えることが必要
である。教員と子ども、
保護者・地域が課題を
共有し、ともに課題を
解決していこうという方
向になるような仕組み
が必要ではないか。
そのためにも情報公開
や話し合いの場を大切
にしてほしい。

学
　
級
　
・
　
学
　
年
　
経
　
営
　
力
　
の
　
向
　
上

い
じ
め
や
不
登
校
を
防
止
す
る
た
め
の
集
団
作
り
に
関

わ
る
取
組
を
全
校
体
制
で
行
う

いじめや不登校を防止するための集団づくり
に努めたか？

教職員
評　価

生徒
評価

生徒アンケート結果

B A

質問が適切でなかった
のではないか。
関係者としての評価は
行わないこととする。

よりよい学校をめざした改善策

C

○校長会主催という限定ではなく、積
　 極的に授業力向上のための研修
　 へ参加する。
　 ＯＪＴにて、引き続き授業力向上を
　 めざした校内研修会を開く。

B B

先
生
は
わ
か
り
や
す
い
授
業
に

な
る
よ
う
工
夫
／
努
力
し
て
い

る

。

江
津
市
校
長
会
が
主
催
す
る
授
業
力
向
上
を
目
的
と
し

た
研
修
会
へ
積
極
的
に
参
加
す
る

（江津市校長会が主催する）授業力向上を目
的とした研修会へ積極的に参加したか？

教職員
評　価

B

授
業

中

、
説
明

を

聞

く
だ

け
で

は

な

く

、
自

分

で
考

え
た

り

、
書
い

た

り

、
友

だ
ち

と

話

し
合

っ
た

り
す

る
時

間

が

あ
る

。

個
々
が
受
講
し
た
各
種
研
修
の
成
果
を
職
員
全
体
に
伝

達
し
 

「
分
か
る
授
業

」
を
追
求
す
る

「分かる授業」を追求したか？
教職員
評　価

生徒
評価

生徒アンケート結果
アンケート
項　　　目

関　係　者　評　価 よりよい学校をめざした改善策

B

B

授
業
中

、
先
生
が

話
す
言
葉
や
内
容

は
わ
か
り
や
す
い

B
－

保護者として協力でき
ることがあれば、協力
をする。

○アクションプランを学校教育目標や
　 年度重点目標とからめて提案する
　 とともに、施策化する。

○授業力の向上を高めるための体
　 制を、研究部を中心としてさらに
　 整える。
　　・学級担任は道徳、副担任は
　　　各教科の授業を年1回は公
　　　開する。
　　・学期に1回は、全員参加の
　　　授業研究を行う。

平成２９年度　学校評価【教職員並びにそれに対応した生徒アンケート結果／関係者評価／改善策】      　　　　江津市立青陵中学校
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教
　
　
　
　
　
　
職
　
　
　
　
　
　
員
　
　
　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
　
取
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
組
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
重
　
　
　
　
　
　
点

授
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
力
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
向
　
　
　
　
　
上

授
業
研
究
を
通
し
て
 

本
校
の
研
究
主
題
に
迫
る
と
と

も
に
個
々
の
授
業
の
改
善
充
実
を
図
る

本校の研究主題に迫るとともに、授業の改善
／充実を図ったか？

教職員
評　 価

生徒
評価

生徒アンケート結果
アンケート
項　　　目

19% 

51% 
18% 

3% 9% 

26% 

50% 

13% 

2% 9% 

0% 

59% 

41% 

0% 
そう思う 

どちらかとい

えばそう思う 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 
そう思わない 

11% 

67% 

22% 

0% そう思う 

どちらかとい

えばそう思う 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 
そう思わない 

28% 

47% 

13% 

4% 
8% 

6% 

25% 

50% 

19% そう思う 

どちらかとい
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ない 
そう思わない 

5% 

67% 

28% 

0% そう思う 

どちらかとい

えばそう思う 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 
そう思わない 

5% 

61% 

28% 

6% 
そう思う 

どちらかとい

えばそう思う 

どちらかとい

えばそう思

わない 
そう思わない 

40% 

38% 

10% 

1% 11% 

37% 

43% 

10% 

3% 7% 

0% 

50% 
39% 

11% 

そう思う 

どちらかとい

えばそう思う 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 
そう思わない 

22% 

50% 

28% 

0% そう思う 

どちらかとい

えばそう思う 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 
そう思わない 

32% 

34% 

15% 

15% 
4% 

33% 

40% 

11% 

9% 7% 

31% 

39% 

15% 

8% 7% 



多角的・多面的な見方をしようと努めたか？
教職員
評　価

A

【全体を通して（学校評価委員より）】
★“見える化”が進んだことは、わかりやすく、よいことである。生徒・保護者・教職員が同じ項目で評価をし、それが比較しや
　　すくなっているとなおよい。
★子どもたちの評価を中心に据え、教職員と保護者がサポートできたかという視点で評価を行ってみてはどうか。
★学級・学年も含めて、学期等の単位で、取組を振り返る必要がある。
★一人一人の教職員が経営を担っているという意識が大切である。学校評価をベースにマネジメントが進むことを期待する。

※ここに挙げていること、また保護者から頂いたたくさんのご示唆を、来年度の学校運営の糧としていきたいと思います。

生徒アンケート結果
アンケート
項　　　目

B

先
生
は

、
ほ
め
た
り

、
し
か

っ
た
り

、
指
導
す
る
と
き
に

、
そ
の
理
由
や
根
拠
を
伝

え
て
い
る

。
物
事
を
捉
え
る
と
き

「
も
の
さ
し

」
を
意
識
し
て
考
え

、
判
断
す
る
教
職
員

（
多
角
的
・
多
面
的
な
見
方

）

根拠となる基準や理由等をしっかり持って指
導・支援したか？

教職員
評　価

B

生
徒
の
喜
び

、
悲
し
み

、
悩
み
に
共
感
で
き

、
共
に
考

え
る
感
性
豊
か
な
教
職
員

生徒の喜び、悲しみ、悩みに共感し、共に考
える姿勢だったか？

教職員
評　価

B 生徒
評価

困難な問題に率先して、誠実に取り組んだ
か？

教職員
評　価

生徒
評価

生徒アンケート結果
アンケート
項　　　目

B

B

先
生
は

、
親
身
に
な

っ
て
あ
な
た
の
こ
と
を
考

え
て
い
る

。

関　係　者　評　価 よりよい学校をめざした改善策

B B

先
生
は

、
あ
な
た
の
将
来
の

こ
と
を
考
え
て
接
し
て
い

る

。

B

担任や部活動担当者を応
援するためにも、子どもへ
の指導が同じようになる
ためにも、教職員間の「問
題点の共有化」が大切で
ある。

○キャリア教育の視点をもち、将来
　 の自立のための目標や汎用的な
　 能力・態度、施策、評価を明らか
　 にすることで、「生徒の成長を促
　 す」指導支援を行う。

○教職員の対話を増やし、チーム
　 で取り組む意識を高める。

○諸課題は担任一人に任せず、
　 チームで対応する。

○部活指導では、担当者一人に負
　 担をかけすぎない。

○指導・支援の際は、「趣意説明」
　 を原則とする。

○「生徒指導のスキル１０」のような
　 共通のものさしを作成し、指導が
　 バラバラにならないようにする。

○事例研究等を通して、生徒指導の
　 研修を深める。
　

○さらに多面的・多角的な見方がで
　 きるよう、特別支援教育に関する
　 研修等を 開催し、識見を深める。
　 また、多くの教職員の見方・考え
　 方が交流できる場を設定する。

求
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
職
　
　
　
　
　
　
員
　
　
　
　
　
　
像

ど
ん
な
と
き
も

「
生
徒
の
成
長
を
促
す

」
と
い
う
立
場

に
立

っ
て
考
え
行
動
す
る
教
職
員

「生徒の成長を促す」という考えで指導・支援
できたか？

教職員
評　価

生徒
評価

生徒アンケート結果
アンケート
項　　　目

困
難
な
問
題
に
率
先
し
て
取
り
組
む
積
極
性
と
誠
実
さ

を
持

っ
た
教
職
員
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